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HistoryandGeneralIntroductionoftheHitachiCentralResearchLaboratory

星 合 正 治*
Masabaru壬‡osbiai

中央線国分寺駅北側,恋ケ窪の一角に,武蔵野のなごりをとどめ

ている幽すいな森がある｡これがR立中央研究所の所在地で,敷地

約20万平方メートル,構内の谷合からは今なお泉がわき出ていて,

これを集めて広大な池を作り,他には白鳥が静かに浮いている｡先

年皇居のお堀から一つがいの寄贈を受けたものであるが,つい先ご

ろふ化したばかりのひなの姿も見られる｡武蔵国,国分寺の跡もほ

ど近いところにあって,構内の森から,谷からなにか神秘的な昔の

いぶきさえ感じられる｡回りは戦後,民家カ

ここ中央研究所には時代の れに動じない

してしまったが,

蔵野が生きている｡谷

合いのうっそうとした杉の木立ちはまた武威野の小鳥迂の安住の場

所である｡丘に符合し､にけやき,なら,乗などのほか武蔵野特イiの

潅木が.一日い茂り,ごり)に,それらのすそは,あざみ,すすき,おみ

なえLなどの雑草でいろどられているい中央研究所は じて

Lい､= 詣があり,夢があり,哲学があり,科､㌢がある.-池畔のね

こやなぎ,ゆきやなぎが春のおとずれを代車るころ,潅木の枝々に

はほのかな薄みどりが浮かび,[1-11とその色を増してゆく〔､i'1然

のよろこびを告げる小鳥たちのさえずりもひときわ声高くなり,武

磯野の夜明けはことのほか U

､
ト
Yし

この意まれた環境の[伸㍉中央研究所が創立されたのは昭利17年

4月であった｡木咋でちょうど20周年を迎えたわけである｡元来

茨城原口立由こ口立研究所があり,_~Ⅰ二場に蔭結した研究を工附こ行

なってきたが,将 の発展のためには,遠く10年先,20年

先までを口ざした研究の必要が痛感され,基磯研究所の設立が企図

されたものである.■､ことに,土地の選定にほなみなみならぬ苫労が

あったと聞く｡学術上の連絡に便利なように都心に近く,しかも閑

静な場所,これが現在のl~1三1分寺である｡

.設立当n寺の計画は戦争により,また戦後の研究状勢の変化によっ

て改められたが,ともかく現在,総床面積約5万平方メートルの堂

々たる設備へと発展してきた｡その主体をなすものは,昭和35年

の日立製作所創立50周年に完成した小平記念研究館で,中央部6

階,左右4階,地下1階｡中央正面には地上50メートルの塔がそ

そり立って上へ上へとの研究心の発路を示しているかのように,玄

関先の噴水は清寵にしてほとばしる慧智を連想させる｡この研究館

の建坪は約2万平方メートルで,全館空調を行なっている｡ほかに

原子力センター,半導体研究室,物性研究室等々,それぞれ特殊な

装揖を持ち,研究遂行に至便な拠点とされている｡

ここ数年来,特にめざましい発展を示してきたR立製作所の技術

の最先端を歩み,開拓者的な先導役をつとめる｢い央研究所,その活

力となる従 員は現在約1,400名である｡これらの人々がそれぞれ

の担当部署において,十分に独釧性を発揮して"技術のR立"の基

礎を確立し"世界の口立"を打ち

努力をしているのである｡

最近,本邦の各企

てる基礎となるべく,こん身の

体はそれぞれに中央研究所を設立して,研究

意欲がおう盛である｡これは日本経済の急激な成長が,技術導入一

辺倒の域から,独創研究へと推移を示しているものと考えられる｡

企業繁栄の要閃は,目先のことばかりでは永続性がないこと,他の

模倣では経済的妙味が掛､こと,新製品の市場における寿命が逐次

短くなりつつあること,などから今後の競了トは先を見通した独自の

*
日立製作所小史研究所所長 丁博

第1図 小 火 桝 ノ死所 仝

第3図 小 平 記 念 研 究 館

何物かが必要でもることに気づいて,研究な苗瀾すむ仰向カミ強く現

われてきたものでぁろ･う.=】lうー_くにおける中央研戌所の設_lンニほ,さき

にも述べたとおり,将来キロざした基礎研究なh宣こうことを約来し
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第4図 原 子 力 セ ン タ ー

て,すでに20年前に誕生している｡戦争のため,その道程はいささ

か遠回りした感なしとはいえないが,エレクトロニクス,原子力,

基礎材料など,ようやくその基礎囲めもできたように見られる｡

そこで過去20年間,研究所はどんなことを行なってきたであろ

う｡まず,製l■-~11ヰ一心にこれをながめてみるし)すなわち,蛍光放電灯,

クライストロこ/,板垣管,光電管,水素放電管,ビジコンなどの電

子管,黒鉛 品,フェライトなどの化学製品,トランジスタ,サー

ミスタなどの半導体製品,電子顕微鏡,質量分傭計,自記分光光度

計,超遠心分離機など理化学機械,テレビ小 装置,トラソジスタ

搬送装置,電子交換機など各種通信機,アナログおよびディジタル

形など電了･計算機,さらに,近くは工 計器,放射線応用計器,実

験用原子炉の設計,運転など枚挙にいとまがない｡トラソジスタの

ごとき,黒鉛製l■1Flのごとき,貯光ランプのごとき,中央研究所の成

果が主体となって製ふ-1工場に発展したものもある｡これらは現在ま

でに製品としてはっきり現われたもので,いわば氷山の一角である｡

そのほかに陽に陰に成果を反映している無数の面があることを見

とすことはできない｡

ここで取り上げる研究は,そのまま新製品としでI二場で生産化に

移るものもあれば,直接製詣｢化に至らないが,将来のために知識の

蓄積として,いわば数年先,10年先の 用のための温床となる研究

もある｡あるものは今日でもなお口立製品として市場に活躍し,あ

るものは過去の研究でなお実用化に至っておらぬものもあり,さら

にあるいは中間段階で下積みとなり,過去の失敗の上に新たな方向

を求めて進んだものさえある｡.これらの蓄積された研究成果は今口

の研究所の母体として,新しい芽ばえの温床となり,それがたとえ

ば,河川の主流をなして,これから別の支流が幾条となく流れ出

し,あるいは流れ出る可能性を十分にほらんでいる｡このようにし

て年一年と経てきた今日であるしつ

日立における研究に対する関心と,これを育て上げて将来のため

に役だてようという気風とは,古くからその経営方針としてつらぬ

かれてきたものである｡昨今のように革新,改革と変化の激しい時

勢には,さらにいっそう強くそれが要望されている｡新しいものに

向かって進む開拓者精神は,古来社内で高揚されてきた気慨である

が,研究こそこの開拓者精神がなければ遂行できるものではない｡

"研究者は変人でもよい,その代わり新しいものを生み出して世に

貢献すること"これは日立の大変人馬場名 所長が後輩を導かれた

さとしである｡

以上は中央研究所の概観であるが,次におもな研究に関する過去

20年間の歩みと現況について 介したい

創在瑚寺取り上げられた研究ほ,

ロ

).｢ノ

思と

密1作,有機合成,高分子化

学,金属材料,絶縁材料,電子装置ならびにその構成材料,
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第5図 微小部 Ⅹ線分 析 装 置

学装吊とその応用などに関するもので,理学,二l二学の総合力を発揮

することが･削ぎ1さjtたし--.当時,研究欄の数~も少なかったが,それぞ

れの個性を往かしてノブを注いだ研究題しtは,′ぷ寸断徴鏡,蛍光体,

分光分析,気申放電,質量分析,有機高分子物質の物性,合成樹脂,

電汲高度計,特殊放電管,光′¥:測徽計,高周波焼入れなどであった｡

)_■う時戦争小であり,J-し附加こほ牛如こ通信機と航空機の研動こ重点が

おかれたが,終戦とともに次斯こ当初の方向へと立ちもどってきた｡

しかL戦後の4,5年はなかなかの用J間であった｡食瓶主の研究を行

なったこともあった｡中央研究所の√｣･:託そのことが経営上の問題と

なって,二L場に近い試作開発を進んで取り上げたのもこの時瑚であ

った｡

かくして戦後の混迷期値どうやら切り抜けて,研究態勢もようや

く整ってきたころに,われわれはエレクトロニクス時代,原子力時

代を迎えたのであるrJこれらの時代に呼応した研究一 によって,

小突研究所とLても新研究面への強化が急務となった｡エレクトロ

ニクス関係の増強についで,原子力関係の基礎面に重点をおいた強

化 が実行されたのであった｡

電子顕微鏡に関してほ,もはや紹介するまでもないが,製品が世

界苗場で優位性を保つために,応用,改良の研究は当然のこと,装

置の根本となる電了ゼームそのものに関する研究が,今日もなお一

貫して続けられているコ そして江口すべきことは,こうした基礎研

究の結果が,微小部Ⅹ線分析 置ないし電子線微細加【仁装置を具体

化するための基盤をなしていることである｡電子線 度分析による

金属l勺電ナのプラズマ振動の実験的解明で世界的な注目をあびてか

ら,もう5,6年経った｡

国内最初の製品化に成功した質量分析計は,その後の石油化学の

発達に伴い,炭化水素の分析の必要から,分解能,安定度をさらに

要求されて研究は促進した｡一プ六 原了力におけるウラン同位体存

在比測定の要求に応じ 高分解能,高感度を有する大形質量分析計

の試作を行なった｡金属分析の研究もこれらに併行して進めている｡

トラソジスタの研究には,古くから蓄積してきた,セレソ,蛍光

体,サーミスタなど一連の半導体の基礎知 が有効に役だち,研究

着手後1,2年後には試作生産を開始して,研究所の手で製品を市

場に送り附すことができた｡市場の要求がきわめて強かった当時が

思い浮べられるが,やがてこれらほ牡産専門の工場を生み,一方研

究所側ほ 材の基礎的な性質の追求に専念することになって,素材

より新製描1開発に至るまでのそれぞれの陣容が充実した｡そして融
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第6図 電子線微細加丁斐き置

第7rズー ウラン235存在比測定用ヂ~i-‡fiこ分析.;1

第8図 融液拡散形トランシ:スタTA-2こう

液拡散形トランジスタの製法技術など,独創的な7†デフ■に基/_j

高性能トランジスタの開発が続けられているし.

てイクP波管,光電管,光 電管の研究や試イ′lヰ虔ほ,マイクロ

究 所 の 歴 史 と 概 要

第9図 /くッケーナ形進行漑骨

第10図 光 電

第11図 ヒソニJンを朋いたl〉オッキー･′∴ゾキー

漉通信機呵褐発や,分光_貯電光度.汁,_J二 テレ ビジョンノ)開発に呼

応Lて,その研究は叔化され,技術は促進され′二 さ√Jに,二(ノト､,

†クロ泌通信技術は次のミリ波通信方式研究への人きな基盤とも′1こ

一二)た_
だいぶ以前に開発された二重速度変調管ほ,-､′イクロ波二日⊂1二

びミリ波の発振,増幅,周波数逓倍などにおいて,人電けで安定尤

動作をさせうる 長をも/)ているので,電源や負荷が多少変動して

も発振周波数の変化を小さく押えることができる._.この特長を隼★

Lてのその実用化の計画が=卜急速に進められている._.

蝋光放電灯を市場にた1_けまでの苦心は,これ来川射､る蛍光体の閲

絶とともに忘れることのできない思い出であるし放電現象の解明や,

放電管としての 命の問題が精力的に研究されたが,特にその際発

朋された[1立独白の蛍光体ほ,外国特許を使用L･ない日立蛍光ラン

プを実現させ,1｣立の研究,技術の信板度を高めた｡二.その後も蛍光

体は性能向上に努め,明るいランプや受像管の出現に一役買ってい

る｡最近,これに関する基礎研究として硫化亜鉛蛍光体の発光小心

を解明Lて内外学界の反響を呼び,対外的に日本の研究水準の高さ

を示すことができた｢

東光放電灯の開発に併付し-▼(,光学研究も備生された..こL㍑ル ー

研究してきた分光測光に関する知識の蓄積ほ,蛍光灯照明トの物体

の分光反射率を測定する目的で,自記分光光電光度計が生み出さ
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れ,それが今11rト■/:分光 基一息

′
｢
〕

J
イ
ノ となった｡また蛍光灯の漬色

牲をよくするため,構成蛍光体の各色成分に対する色彩学l■畑廿究は

蝋尤休合成上の基礎資料を提供し,これによって色管理のr沼=との

ための分光k射率管理法が催､■′二された｡さらiこ射光f~rの研色にほ,

人l吊の心理条件が朴当臣響することをり瞞叛こし,これらの成果はカ

ラーテレビジョンなどへJ叉映した｡最近は腑こ精密測光に力な人れ

ている:

=､■/二財′巨抑l吠朝慄湖祀~Jミた,■lしくから′`にJ■･.汁‡;1二機にべ■′川してい

たr-､特にアナログ形の研究ほ,戦後い~らリーく開発~ろご子j二ない,次いで

ディジタ′り杉の研究も匪始Lた.址近に烏けるアナログ形.汁㍍l二騰が〕

りトト発は.巨う･くこつ･=朴肛期に辻した71､呵盛がぁる′､､すなわレJ,ゴ1上糾はく

車返し形に納まったこの研究も,より高し､精度の祇速度形に移子J■し

｢裾【l■lの開ルによって精度ないっそう向｣二させることができた∴また,

-･ノノディジタルノ停の進山一具と川■よって,アナーコグ･ディジタル変換帯

の付=■とが進しん,両杵乃阪合機,すなわらハイブリッド形が隼まゎた｡

ノl迂j山′こほl'一助プログラミング装躍,磁ふガ抽ぼ柑橘:機などの冥現に

より,増軌‖,lの海外進一佃二も研究的衷づけができた｡

最㌦応州.計測として,呑種凋節㍊1泄帰㍑摘Hの要望精度む満混

しrl二うとしてl朴析Lた研ノ兄も, ､
-
､- l勘トj電千畏躍などの馴甥

椚12卜くl 小二速 度

′
㌧
｢
-調変

第13図 l′l.;J分 光 光 比 言1

へと人きく充脹したり また,`一定気,機械の機器類を総合的に組み合

わせたオートノーショソの問題も,最適制御法の盤磯車め1をテナなう

とともに,l二作機械,化学装置などへの応用研究を展憐した.〕

トソネル内の換気け)ために右手した一酸化炭素検出装細孔Ilしソヰ

に【i-与る綿度のもの′5ご開発Lた〕従来から上汁ってきた知識,経が基

盤となり,要求に応じた成果せ刊て,l矧1■jll一三1道墜道にわがl一別最初の

2七､ソトが.i~紺たされ7ニ その後この研究は亀J~il二場にリlき継がれ進

JJ_与し,符l′l動車墜道に採川さJtるr定であるし

機械の粧軒=1三は,㍍~/一顕微鏡の部】1Ⅷ=ニヤ糾､-/二精度の向上に,

またてイグロ減作■に秘の微細精密れ11そのほか所内の研甥用測定

裳骨レ刃靖度小l二に1■摘たしてきた｡船中の戯刷_･托の桝ノj■ヒーや,歯而のど

､ソナンブの研ノ兄は,1兄象の~要いiが視維なた〟)に,.理論と!ガ験をくり

(小■人J′那｢l動プlコブラミング甘絹㍗

弟14l※1アナ ロ グ`rE/･.汁宕l二機

■

雛15lズlデイジタ/し`iに/一.汁ち■11二機

第16図 動力循環式幽車動荷重試験装置

■『
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第17国 低 乱 変 圧 風 洞

第18図 He液化梯低温 装 置

第19図 グラフト重合測定装置

返しくり返し行ないながら,研究を進めてきている｡他の矧■,描日光

の場合のようなほでな姿は比られないが,その研究の成果は機械系

の根本問題解明のための鋭いメスを次々に入れてきている｡送風機

気休機の改善のための基礎として,空気力?の研究か取i)上げられ

風洞が設拝された｡最近ではタービン巽とノ

と取り組んでいる｡また主として

剛相のレ/ズ 係のr~胤題

休物性研究のためにヘリウム液

化装置も整備され,基礎材料研究をますます促進しつつある｡

製品や装置の信頼度,安定度の向上 長寿命化のた捌こ高性能新

材料を要望する声はますます高くなり,化学材料,半導体材料,金

属材料,黒鉛材料など材料研究にも才l′1申がかけらjLた｡特殊性能を

第20図 黒鉛製占占,高温潤附剤

第21図 エレク1､ロルミネセンス･ノべネル

求めて,有機材料,無機材料,高分子材料に関する新製法の探究が

行なわれ,得られたものの物性と応用面の研究,開発がますます広

く展開されてきた｡特に,無機合成の方面は強化され,たとえば酸

化物磁性材料としてのフェライトの性能向上のために,原料の精製.

粒度分布などを根本的に追求した結果,計算機,通信機などに用い

る好適材を生み虻している｡

質

､
㍉
ノこ 黒鉛,黒鉛精~製の研究は,独白のアイデアによる製法せ

確立して,実用化,生産化と順調なバトンタッチが行なわれ,さら

に,二硫化モリブデソ,窒化ホウ素など高温潤滑剤が次々に製作丁

場に り込まれつつある｡最近では超高温耐熱材に用いられるスペ

シヤルセラミックスの研究に一進展を見た｡光導電体の研究ほ搬像

管の性能向上を目途として進められ,応用研究を展開し,一部ほ電

気ルミネセンス研究の基礎を作った｡ゲルマニウムやシリコソ単結

晶の研究はトラソジスタと密接な関係のもとに行なわれ,蛍光体は

蛍光灯やブラウン管と呼応して進み,サーミスタは計測舘や通信機

器などの要望にこたえてその製ぷlのl晶 向上や基礎的な物性の究明

が続けられてきた｡金属問化合物,熱電素子などの研究が続々とあ

とに続いている｡

金属材料は,機械的,電気的特性がおもに要求され,機器の耐摩

耗材の研究が進められた｡混合ガスのきわめて少ない其空管材料の

新製法として,真空溶解法が考案されたのもだいぶ古いことになっ

た｡用途によってほ特殊加工法も必要となるので,材料そのものの

本質を求め,新加工技術の修得にも広く手をひろげてきた｡

材料の純度が高くなってくると,それを確認する分析法の研究が
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第22凶 高周波真空溶解装置
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第23図 500kVコッククロフト･ワルトン形加速器

要な役割となる｡すなわち,特に金属材料の微量分抑こは力を注

ぎ,分光分析,炎光分帆 Ⅹ線分析,化学分析,質量分机 ガス分

析など各種分析に新方法を求めつつ進んでいる分析グループの存在

ほ,他の研究遂行上の大きなよりどころになっている｡

原子炉の研究は昭利29年の あまi)ホいものでは

立二十周年記 文集

第24図 線 形 加 速 器

ないが日本の

第25図 日立教育訓練用原子炉

れた技術を少しでも早く取り戻し,またその上に新

機軸を打ち立てようと企てたのほ国内でほいちばん先であった｡以

後核設計計算の陣容は強化され,東京 力株式会社,九州電力株式

会社などとの協同研究会ほ有効な勉強の場となった｡この間,日本

原子力研究所へ出向者を送り国家事業に進んで協力していることも

事項といえる｡.原子炉材の研究,耐震構築物の研究も並行して

行なっているが,原子炉制御用の計測回路の研究も当然必要となっ

た｡炉出力計測としては対数増幅器,炉周期増幅器の開発を行ない,

原子炉の総合制御装置が組み立てられた｡また,チエレンコフ効果

を応用した水冷却炉の燃: 破損検出装 な行も発開の置 った｡しかし,

これらの計測装置の中心はやはり放射線測是にあるので,同時に放

射線測定管と測定器の開発が進められた｡これにほ過去の放電管な

どで修得Lた経験,知識が十分に組み込まれ,BF3比例計数管の開

発をはじめとして,数々の測定器あるいは放射線応用計器が生まれ

ている｡粒子加速装置もベータトロンに始まり,フアンデダラーフ,

コッククロフト･ワルトン,リニヤアクセレークと各種装置の開発

■モ〕
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を行なった｡これらにの線源を利用したり,アイソトープを用いて

の照射研究などは,放射線化学,放射化学の新方向を求めるうえに

有益な方便を提供している｡

川崎市1禅寺に設立した日立教育訓練用の原子炉の建設は,日立

原子力関係者の実力を示すに絶好の舞台となった｡粉末酸化ウラソ

外以入 すべて国内技術によることとなって,日立製作所中央研

究所の原了リブグループはほとんど総力をあげてこれに投入された｡

炉心部の設計計算値がすばらしい精確度で実測値と一致し,関係者

驚嘆の的となったのはまだ耳新い､ことである｡

以上 今Rに至るまでのおもな研究の流れを述べてきたが,ここ

で痛切に感ずることは,第一に研究が一朝→夕にして成るものでは

ないということ｡過去の知識,経験の蓄積の上に,新事

あり, 現象の解明ができて初めて新

の発見が

法,新製謂.を生み出す可能

性の裏づけができるものである｡第二に一研究を遂行するにはしば

しば多角的な視野が必 であること｡新装置さ,新製品を最終的に作

りあげるのに一分野の専門知識のみではその成果は期しがたい｡特

殊機能な再現し,また永続させるための部品,材料の研究,それら

を狙ふ合わせたシステムの問題,さらに~雅夫を証明するための新測

定法,これらか棚tの力で遂行することは困難というより不吋能に

近い｡基礎現象の研究且 装躍自休の研ノ死者,材料研究者,精働Il

~r二二1二作の研究一打などの協力が一早期宣成アかぎである｡雛二には研究

よF)/卜産に移すときの適確な処置が必要なことである｡基本的な項

Ilをあげることができるが,いろいろ異なった形の研究成果ほ,受

け渡しに関係する人の問題,設備の問題,そのほか外囲条件によっ

て,そのつど微妙な17_り題が派生してくる｡研究管理者はもちろん,

受け入れた(榔こおいても,よくこのかねあいをのみこんで事に当た

らなければ尤らない｡

中央研究所の研究部門は弟1表に示すように,現在8研究部と1
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いて

発行所 日 立 評 論 社

第1表 中 央 研 究 所 職 制

無機化挙および放射線化学

午遊休よよび固体物性

金属材料あよれ粉末冶金

計 測 蓋

通イ言鹿よよび電子管

機械去よび光学

原 子 力

計算煉および自動制御

研究用原子炉の管理

詞査､業務.普寺許､設庫

貴札 経理､勤労､庶務

分ムに分かれているが,節1～3部までの三つの部ほ基礎材料せ主

体とした研究部である..そのほかそれぞれの研究内容ほ により推

察願いたい｡これら研究にたずさわる一人一人が力を合わせて新分

野の開就けこ向って精進している｡研究の新い､方向は,最近の話題

を見ても,超仁ミ導,光メ･一ザ,直接発電,超高温耐熱材,機器の小

形化長寿命化,信頼度の向上等々広く展開している｡われわれしトー

央研究所貝は総力をあげてこれに当たり,一つ一つ個々の問題を解

明しながら明日の灯を楽しみに努力を続けている｡
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